
施　　策： 財務コード地域に活力をもたらす商工業の振興 01060102-09-386

キーコード：1164

出力日：令和08年03月16日
事務事業名中心市街地活性化補助事業

11
基本事業： 02市内・地元商店街における消費の拡大 担当部 環境経済部

基本事業の
成果指標

①日用品を市内で買っている市民の割合
②日用品を市内商店街で買っている市民の割合 担当課 商工観光課

担当係 商工観光担当

まちづくりＮＰＯ法人ほっと二日市 　平成１７年度に、策定された筑紫野市中心市街地活性化ＴＭＯ（Town 
まち Management 運営 Organization 機関）構想を実現するために発足し
た、まちづくりNPO法人ほっと二日市（商工会・商業者・市民で構成）の
活動に対して補助を行うもの。
【補助金の流れ】
申請書提出⇒申請内容確認⇒補助金交付⇒実績報告
【活動内容】
①ちくしの「二日の市」（毎月2日）
②土曜夜市（10～11月）
③パープルナイトイルミネーション（12月）
④HPの管理運営、チラシ、壁情報、掲示板の情報管理
⑤研修会、研究事業
⑥無料休憩所の運営、子どもの居場所づくり「ほっとフレンドハウス」
⑦空き店舗対策補助事業　等

　まちづくりNPO法人ほっと二日市の活動を支援すること
により、活動が充実・継続し、中心市街地が活性化される
。

計画年度 平成19年度 ～ 新規・継続 継続 会計区分 一般会計 実施計画
１．対象（誰、何に対して事業を行うのか）

４．成果（簡易評価は未記入）

正会員数

空き店舗利用事業者の新規誘致件数

43 6040 40 40

2 2 3 3 5

成果指標名称 単位 目標
05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度
実績 実績 当初 要求 計画 計画

５．コスト
1,500 1,500 1,500 1,500計

国
県
地方債
その他
一般

事業費

正職員人工数
正職員人件費
トータルコスト(事業費＋正職員人件費）

0 0
0 0
0 0
0 0

1,500 1,500 1,500 1,500

千円
千円
千円
千円
千円
千円
人工
千円
千円

0.1 0.1 0.1
782 802 838

2,282 2,302 2,338 1,500

６．成果状況及びコメント（簡易評価は未記入）

○

○

●

　中心市街地活性化の為に各種イベント等開催しているが、会員数減少により事業を続けることが困難な状況。
・平成28、29年度に、法人創設10周年を記念して記念誌を発行。
・パープルナイトクリスマスイルミネーション事業　H28:未実施、H29:本町公園、H30・R1:ジャスコ跡地、R2・3:
JR二日市駅前(R3は例年より実施期間を約3ヶ月延長)、R4:JR二日市駅東口・西口(駅西口開設・市制施行50周年、1
月末まで)、R5・6:JR二日市駅周辺(1月末まで)、
・土曜夜市　R4:市制施行50周年にあわせ復活開催、R5・6:開催
・二日の市　R6:4月は大賀酒造酒蔵開きに合わせて開催、他7回開催

７．評価及びコメント（簡易評価は未記入）

　商店主の高齢化、後継者不足等が想定されるが、会員数を維持・増
加するため、魅力ある活動を行っていく必要がある。

維持対象動向

手段効率化余地

公的関与

上位貢献度

成果向上余地

なし

妥当性がある

影響度は中

小さい

類似事業

コスト削減余地

受益者負担

業務推進課題

なし

 

なし

余地なし

あり

８．改善改革案（簡易評価は必要な場合のみ記入） ■改善方向性 維持● 見直し○ ○廃止 ○事業終了
改革案/期待する成果/必要性/推進スケジュール/必要な費用（維持／事業終了の場合は記入する必要なし）

　設立以降１０年以上が経過したが、中心市街地の活性化が進ん
でいないため、団体と協議し中心市街地内の空き店舗を減らす活
動と、マンパワーが減少しているため会員数を増やす取り組みに
力を入れることになった。

■事業開始背景及び現在の環境変化（市民・議会等の要望） ■備考･特記事項ｏｒ進行管理欄

　本市では平成１３年に中心市街地活性化基本計画を策定し１７
年度にＴＭＯ構想を策定したが、１８年５月に中心市街地活性化
法の抜本的な改正がなされ、ＴＭＯによる国の支援策が廃止され
た。ＴＭＯ構想の具体化を図るため、平成１９年度にまちづくり
NPO法人ほっと二日市が設立され、本事業を開始した。

事務事業が貢献すべき成果

３．意図

２．手段（事務事業の内容、やり方、手順）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

人

あがっている

どちらかといえば
あがっている

あがっていない
（停滞・低下）


